（様式第７号）
助成事業実績報告書

令和　　年　　月　　日
公益財団法人兵庫県青少年本部　
理事長　日下部　雅之　様

団体名　
住所　〒
代表者名　　　

担当者名 
電話　

電子メール　
　令和　年　月　日付け兵青本第　　　号により交付決定通知のあった令和８年度インターネット等（親子）学習会を下記のとおり実施したので、助成実施要項第９条の規定によりその実績を報告します。

記

１　事業の内容及び経費区分　　　別添実績報告書のとおり

２　添付書類

　　実績報告書(別紙１)

事業の実施状況を確認できる書類（記録写真３枚程度・広報資料・学習資料）                               

　　支出状況が確認できる書類（領収書の写し）
※　提出いただいた事業記録写真をホームページや「ひょうご子ども・若者応援団」通信（年２回発行）等に掲載させていただく場合があります。
　　つきましては、写真掲載の可否について、いずかれかの□にチェックをお願いします。
　　なお、「可」とされた場合、青少年本部は、団体等の了承を得ることなく、提供いただいた写真を広報等に活用できるものとします。
　　　　　□　写真掲載可
　　　　　□　モザイク等加工を行えば写真掲載可
　　　　　□　掲載を希望しない

(別紙１)　　　　　　　　　　　実　　績　　報　　告　　書

１　実施主体

	団体名称
	

	代表者名
	
	担当者名
	

	担 当 者
連 絡 先
	住　所


	

	
	電　話
	

	
	　FAX
	
	e-mail
	


２　事業の内容と成果
	学習会の
名称
	

	学習会の
目的・趣旨
	

	学習会の

内容


	１　日　時　　年　　月　　日（　　　）　　時　　分～　　時　　分
２　会　場

３　参加対象

４　参加人数　　　　　　　　　　　　　　　人
５　参加料等　　　　　　・無料　　　　　・有料（　　　　　　　円）

６　学習内容

                 講師名　　　　　　　　　　　　　　　

	事業実施に

あたり連携

した団体・

その内容等


	※事業の実施にあたり連携した機関・団体等があれば、その機関・団体等の名称、連携の内容等について具体的に記入してください。



	事業成果


	※学習会実施を通じて得られた成果について記載してください。

＜記載の例＞

□参加者に、どのような効果があったと考えられるか。
□実施団体にとって、どのような意味があったと考えられるか。


	今後の課題
	　※今回の事業を実施するなかで感じた課題、今後、青少年団体が青少年に体験学習活動の機会をする提供していくにあたっての課題などがありましたら、記載してください。



※事業の実施状況を確認できる書類（記録写真3枚程度・広報資料・学習資料等）を添付してください。

３　収支実績

ア　収入の部

	科　　　目
	実　績　額（円）
	積　算　内　訳

	助成金
	
	公益財団法人兵庫県青少年本部より

	他の補助金等
	
	

	自己資金
	
	

	
	
	

	計
	
	


イ　支出の部

	科　　　目
	実　績　額（円）
	積　算　内　訳

	講師謝金
	
	

	講師旅費
	
	

	会場使用料
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	
	


（注）・収支の計はそれぞれ一致します。

　　　・積算内訳欄は決算額の内訳を記入してください。

　　　・支出科目別に整理した領収書(写し)を添付してください。
